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増産すればぼ
ろ儲けできるは
ずなのに、なぜ
抜け駆け増産
する国、企業
がいないのか???

?

なぜマスメディ
アはこの生産
量停滞の問題
を騒がないの
か???

?



404040

40

年先に枯渇する計算なら

 
R/P ＝枯渇年に

よる評価は需要

拡大と供給の減
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政治的主張はこちら

• Prepare NOW! Peak Oil
• That's the way We Can 

cut CO2 Emission NOW

終わりのない石油ショックへの適応策として、有効な温暖化対
策を開始する、それ以外の道は無いだろう。



４つの対応戦略
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"Powerdown"
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• 社会的な反応は以下の４つの方向性に分類
される。
– 1.Last One Standing（石油争奪戦争に勝ち抜く）

石油減耗時代の苦痛を弱者に押し付けるもの

– 2.Powerdown（国際協調に基づき公平に削減）
全地球的な崩壊を食い止めるための自主的な人口減少と資源消費
の削減をめざすもの

– 3.Waiting for Magic Elixir（問題を否認する、偽り
の希望にすがる）自然に解決することを期待して問題を無視
する

– 4.Building LifeBoat（救命ボート自治体を作る）
まずは切り離して救えるものを救え、ボートが大きければ大きいほど
生き残る確率が高くなる



0.0.0.

0.

動機と活動

• なぜ取り組むか
– 脱温暖化キャンペーンの関連論点として
– 緑の政治/脱成長路線の必然性の中心論点として

• 何をしてきたか
– ブログ『ん!-ピークオイル時代を語ろう-』に情報蓄積&討

論の場としてmixiの『ピークオイル』コミュニティに参加
– 論文：環境行政改革フォーラムで
– 環境NGOs、緑のテーブルなどの各種メーリングリストで

の紹介
– 県議会への請願/阿部悦子県議の発言に反映
– 自宅の補修/改修

講演で使ったその他のスライド



成長の限界への適応策

• なぜピークオイルに注目するのか
– 石油に代わるものがない
– 変化の速度と必要とされる代替品の規模の大きさが大きい
– (利用可能な)エネルギーの経済成長への寄与は圧倒的
– 袋小路へのロックイン現象:価格弾性値が低い脆弱なシステムが最

後まで変わらず残る
• つまり技術革新も市場メカニズムも機能不全

• 緑の政治
– 需要の縮小に手をつける
– 量から質へ、成長の意味の変更を提唱する
– 苦難の時にこそ公正さと参加型意思決定が重要
– リ・ローカリゼーション(地産地消)
– ポビュリズム原油高騰対策による財政破綻の回避



1.1.1.

1.

ピークオイル問題とは何か

• 石油資源に関する『成長の限界』(ローマクラ
ブレポート)の再論

• 欧米での論争：
ハバートの56年の予言は米国について的中
(ハバートのピーク)

1998年頃から2005年までで世界のピークに
ついての論点は固まり、危機管理のフェーズ
に入りつつある

• 日本版の「不都合な真実」?:日本での論争は
不発?しかしここ1,2ヶ月で各種雑誌で紹介多
発



今年のエネ
ルギー白書
(METI)(METI)(METI)

(METI)

プレミアムの要素
を投機と説明

　---

-

ではファンダメンタ
ルの上昇はなぜ???

?

　---

-

投機は本当に価
格を押し上げられる
のか???

?



エコノミストの見方





ピーク＝石油時代前期の終わり



大きい油田から使っていくと………

…

複数の油田の単
純加算モデル
---

-

一つの油田は急速な
立ち上がりと長い減耗
期間の三角形で近似。
---

-

大きい油田から開発
されてゆき、順次小さ
い油田に手をつけは
じめると仮定。
---

-

当初の巨大油田の減
耗を補えなくなるのが
ピーク期。
---

-

ロングテールを描く、
つまり最後の一滴を
搾り取るには長い時
間がかかる。

http://www.hubbertpeak.com/bentley/depletionOverview.pdf　より


